































































The religious attitude of Japanese.
笠 井 惠 二
Keiji KASAI
今日の日本人の宗教性と生命倫理の問題を考察するにあたり､ とくに脳死と臓器移植について､ 仏教の梅原 猛と山折
哲雄､ 神道の伊澤正裕､ 天理教の金子 昭､ キリスト教の東方敬信の主張を取り上げ､ 比較検討した｡



















































































































































































であり､ 許すべきではないと思った｡ それは､ 人生の終











山折は ｢死の作法｣ というものを非常に重視し､ 一例
として ｢平家物語｣ の源頼政の最期の切腹の場面をあげ
る｡ 頼政は死を目前にして､ ｢臓器｣ の終焉を覚悟し､
｢脳死｣ を待つことなしに遺言をのこした｡ ｢心臓｣ の再
生を願うかわりに､ 死の作法の継承を願い､ その模範を
後世にのこした｡ それは後世の人びとに生きる勇気を与




























































































































































































ひともいれば､ その反対に､ 善意として臓器の提供､ さ
らには検体を申し出るひともいる｡ いずれにせよ大切な
ことは､ 最も身体を丁重に扱うことになるのは何かとい































みてみよう｡ (注  ) 金子によれば､ 天理教の死生観と









































































































































観である ｢出直し｣ 観によって､ 病をわれわれの心と身
体の結合を再認識させ､ 生き方を反省させ､ 命の実感を
認識させるものとして前向きに捉えようとしている｡ そ













































































るわけにはいかない｡ 最近は､ 人間とは豊かな ｢物語に
生きる存在｣ だという人間観が主張されるようになって




くなってしまう｡ 第二の批判は､ 人生と世界を､ 他の存
在との相互作用を含んだ時間的変化として見ようとしな




























































































死までー』､ ちくま新書､     ､ ｐ.   以下
  ､ 山折哲雄 ｢臓器移植は仏教の精神に反する｣ (近藤





めぐってー』 (神道文化会編 『神道と生命倫理』､ 弘
文堂､ ｐ.   －   
  ､ 前掲書ｐ.   
  ､ 金子 昭 『天理教人間学総説ー新しい宗教的人間知
を求めて』､ 白馬社､     ､ ｐ.   －   
  ､ 前掲書ｐ.   ｆ.
  ､ 前掲書ｐ.   
  ､ 東方敬信 ｢脳死と臓器移植｣ (神田健次編 『生と死』
・講座 現代キリスト教倫理１)､ 日本キリスト教
団出版局､     ､ ｐ.   －   
  ､ 前掲書ｐ.   
  ､ 前掲書ｐ.   
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